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〔
資
　
　
料
〕

浄
土
木
食
空
無
撰
『
巡
六
地
ｇ
慈
悲
利
益
Ｇ
』
翻
刻
と
解
題

関
　
口
　
靜
　
雄

〔
解
　
　
題
〕

浄
土
木
食
空
無
撰
『
巡
六
地
ｇ
慈
悲
利
益
Ｇ
』
を
翻
刻
紹
介
す
る
。
底
本
に
駒
澤
大

学
図
書
館
蔵
松
會
三
四
郎
板
を
採
っ
た
。
浅
学
に
し
て
他
に
所
蔵
あ
る
を
知
ら
な
い
。

翻
刻
を
御
許
可
下
さ
っ
た
駒
澤
大
学
図
書
館
に
甚
深
の
謝
意
を
表
す
る
。

本
書
は
四
穴
袋
綴
装
一
冊
。
縦
約
二
十
八
糎
・
横
約
十
九
糎
。
表
紙
に
「
巡
六
地
ｇ

慈
悲
利
益
記
」
の
摺
題
簽
、
口
絵
に
地
蔵
菩
薩
像
影
、
扉
初
オ
ウ
に
三
縁
山
増
上
寺
三

十
二
代
貞
誉
了
也
と
三
十
四
代
證
誉
雲
臥
の
武
州
六
地
蔵
結
縁
證
明
の
六
字
名
号
が
あ

る
。
以
下
丁
付
三
十
七
丁
。
一
、
二
丁
目
に
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
正
月
七
日
付
の

幻
化
散
人
す
な
わ
ち
黄
檗
の
禅
僧
妙
幢
淨
慧
の
「
巡シ
ユ
ン

六
地ヂ

ｇザ
ウ

慈ジ

悲ヒ

利リ

益ヤ
ク

Ｇキ

序
」
が
あ

り
、
ま
た
終
丁
三
十
七
丁
目
ウ
の
本
文
末
行
に
「
僧
空
無
」
と
あ
り
、
巻
尾
に
「
巡
め
ぐ
り

六
地ぢ

ｇざ
う

慈じ

悲ひ

利り

益や
く

Ｇき

　
終お
わ
り　
松
Ｍ
三
四
郎
板
行
」
と
あ
る
。
文
中
書
名
の
「
巡
」
を

「
シ
ユ
ン
」「
ジ
ユ
ン
」
ま
た
「
め
ぐ
り
」
と
音
訓
し
、
全
丁
版
芯
に
「
地
藏
利
生
Ｇ
」

と
刻
さ
れ
て
い
る
。

空
無
は
江
戸
六
地
蔵
の
、
い
わ
ゆ
る
は
じ
め
の
六
地
蔵
の
発
願
造
立
者
と
し
て
名
高

い
。
こ
の
空
無
に
『
巡
六
地
ｇ
慈
悲
利
益
Ｇ
』
の
著
作
が
あ
る
こ
と
を
西
田
耕
三
氏

「
妙
幢
淨
慧
―
詩
の
わ
か
れ
」（「
江
戸
時
代
文
学
誌
」
八
号
、
一
九
九
一
年
十
二
月
。
の
ち
『
近

世
の
僧
と
文
学
』
二
〇
一
〇
年
二
月
、
ぺ
り
か
ん
社
所
収

）に
よ
っ
て
知

っ
た
。
西
田
氏
は
地
蔵
菩
薩
信
仰
者
妙
幢
淨
慧
の
行
実
を
、
吟
味
を
施
し
た
資
料
に
基

づ
い
て
考
察
さ
れ
る
中
で
、
淨
慧
が
空
無
の
著
作
に
序
文
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
や
『
ｙ

命
地
ｇ
ｒ
薩
經
直
談
鈔
』（
元
禄
十
年
〈
一
六
九
七
〉
板
）
の
著
者
読
誉
龍
山
必
夢
に
資
料

を
提
供
し
て
い
た
こ
と
等
々
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
今
日
も
江
戸
六
地
蔵

に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
木
食
僧
に
つ
い
て
云
々
す
る
む
き
は
少
な
く
な
い
が
、
不
思
議

に
も
西
田
氏
が
指
摘
さ
れ
た
『
巡
六
地
ｇ
慈
悲
利
益
Ｇ
』
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。

同
書
に
空
無
は
み
ず
か
ら
浄
土
木
食
を
名
乗
り
、
六
地
蔵
の
造
立
を
発
願
し
た
い
き
さ

つ
や
六
地
蔵
の
霊
験
利
益
を
細
か
に
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
西
田
氏
の
功
業
が
埋
も

れ
た
ま
ま
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
久
し
い
。
こ
こ
に
空
無
の
著
作
を
翻
刻
紹
介
す
る
所
以

で
あ
る
。

　
　
　
※

妙
幢
淨
慧
は
「
巡
六
地
ｇ
慈
悲
利
益
Ｇ
序
」
に
、
本
誉
空
無
上
人
は
智
慧
慈
悲
を
備

え
た
禅
浄
兼
修
の
人
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
か
つ
て
八
尺
の
地
蔵
菩
薩
像
六
軀
を
銅
鋳
し
、

江
府
六
阿
弥
陀
仏
巡
拝
の
街
畔
六
所
に
安
置
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
そ
の
六
地
蔵
の
、

現
存
二
尊
の
う
ち
文
京
区
千
駄
木
所
在
浄
土
宗
一
心
山
専
念
寺
蔵
銅
鋳
地
蔵
像
に
は
い

た
る
と
こ
ろ
に
浄
財
喜
捨
名
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、
喉
元
か
ら
胸
部
中
央
に
か
け

て
「
南
無
阿
彌
陀
佛
　
第
二
尊
　
寶
珠
地
ｇ
　
餓
鬼
衜
教
主
」
と
大
き
く
刻
ま
れ
、
こ

の
一
行
を
挟
ん
で
右
側
に
「
國
家
安
全
／
Ｘ
置
干
武
ｇ
州
六
所
／
本
願
化
主
同
國
豊
嶋

郡
江
ｏ
下
谷
池
之
端
影
向
山
心
行
寺
第
三
世
休
隱
慈
済
ｏ
淨
圡
木
⻝
比
丘
源
Ｈ
社
本
誉

空
無
作
」、
左
側
に
「
伏
願
　
見
Ｙ
引
摂
六
衜
衆
生
自
他
托
生
／
九
品
Ｈ
界
／
有
無
二

縁
十
方
／
助
縁
　
七
衆
諸
Ａ
越
ｃ
」
と
刻
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
が
下
谷
池
之
端
影
向
山

心
行
寺
第
三
世
を
経
歴
し
同
寺
慈
済
菴
に
退
隱
し
た
浄
土
木
食
本
誉
空
無
の
作
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

本
誉
空
無
の
肖
像
は
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
秋
、
一
髮
道
人
無
生
撰
『
本
譽
空
無

上
人
衜
影
贊
』（
板
二
丁
。
玉
川
大
学
教
育
学
術
情
報
図
書
館
蔵
）
に
載
る
「
Ｈ
池
慈
済
老

師
衟
影
」
に
よ
っ
て
、
そ
の
行
実
は
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
十
二
月
門
弟
子
某
等
編

『
心
行
寺
第
三
世
源
Ｈ
社
本
譽
空
無
上
人
行
狀
』（
板
六
丁
。
同
図
書
館
蔵
）
に
よ
っ
て
知

学
苑
・
資
料
紹
介
特
集
号
　
第
九
四
九
号
　
二
四
二
〜
二
六
〇
　（
二
〇
一
九
・
一
一
）
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ら
れ
る
。
右
『
行
狀
』
に
よ
る
と
、
上
人
は
諱
遵
察
、
字
空
無
、
社
号
源
蓮
社
、
ま
た

放
憨
子
を
自
称
し
た
。
石
州
石
見
の
人
で
父
は
山
口
、
母
は
某
氏
。
寛
永
七
年
（
一
六

三
〇
）
十
二
月
三
日
の
生
ま
れ
で
、
九
歳
に
し
て
幡
誉
上
人
に
投
じ
て
剃
染
し
、
方
誉

上
人
に
従
っ
て
業
を
受
け
た
。
十
三
歳
に
し
て
幡
随
意
院
す
な
わ
ち
武
州
下
谷
池
之
端

の
神
田
山
新
知
恩
寺
に
入
っ
て
も
っ
ぱ
ら
浄
教
を
学
び
、
十
七
歳
に
し
て
下
総
生
実
龍

澤
山
大
巌
寺
に
登
り
、
二
十
二
歳
に
し
て
武
州
三
縁
山
増
上
寺
に
隷
し
た
。
正
保
年
中

（
一
六
四
四
―
四
八
）
に
は
識
見
浅
薄
を
自
省
し
て
目
黒
山
に
詣
し
て
断
食
千
拝
し
、
ま

た
下
山
し
て
宇
賀
神
を
禱
し
て
誦
呪
す
る
こ
と
三
年
、
さ
ら
に
月
ご
と
に
相
州
江
之
嶋

に
詣
し
て
密
家
呪
法
の
神
験
を
感
じ
た
が
、
小
石
川
無
量
山
伝
通
院
開
山
了
誉
聖
冏
上

人
の
夢
告
を
得
て
三
密
の
観
行
に
よ
る
度
生
の
難
儀
を
知
悟
し
、
ま
た
賜
紫
沙
門
洞
院

洚
公
の
厚
誼
を
得
た
。
二
十
四
歳
の
と
き
、
陰
を
自
豶
し
て
婬
欲
を
断
っ
た
。

一
日
芸
州
広
島
に
行
き
、
行
業
純
一
と
し
て
高
名
な
華
降
山
光
明
院
開
基
信
誉
以
八

上
人
の
余
風
を
見
聞
し
て
帰
る
と
、
幡
随
意
院
岳
誉
感
随
上
人
に
従
っ
て
浄
土
血
脈
と

圓
頓
菩
薩
戒
を
受
け
、
明
暦
年
中
（
一
六
五
五
―
五
七
）
に
は
心
行
寺
二
世
純
誉
長
然

上
人
か
ら
主
席
に
迎
え
ら
れ
て
三
世
を
継
い
だ
。
寺
観
を
改
め
、
途
絶
え
て
い
た
心
行

寺
開
山
頓
蓮
社
円
誉
利
的
上
人
創
始
の
万
日
念
仏
会
を
高
足
空
哲
等
同
志
五
人
と
再
興

し
、
穀
を
断
ち
衣
を
披
て
常
に
仏
前
に
在
り
、
長
坐
不
臥
日
に
は
五
百
拝
を
課
す
る
こ

と
十
年
、
寛
文
年
中
（
一
六
六
一
―
七
三
）
の
一
日
、
黙
坐
の
と
き
諸
菩
薩
と
護
法
善

神
の
一
室
に
来
現
す
る
を
見
た
。
仏
天
の
加
被
を
知
っ
て
み
ず
か
ら
三
尊
を
刻
み
、
仏

工
に
命
じ
て
一
百
尊
を
造
ら
し
め
、
こ
れ
を
寺
内
聖
衆
堂
に
安
置
し
、
ま
た
泥
塑
像
・

銅
鋳
像
を
造
り
、
画
像
を
印
施
し
、
聖
号
を
手
書
し
て
衆
庶
に
施
し
た
。
説
法
の
法
筵

ご
と
に
受
訣
す
る
も
の
凡
そ
十
万
。
時
人
か
ら
蓮
池
木
食
上
人
と
讃
称
さ
れ
た
。
そ
の

後
の
あ
る
日
、
黄
檗
の
宗
匠
に
学
ん
だ
と
い
う
一
居
士
が
来
訪
し
た
の
で
こ
れ
と
交
誼

を
結
ん
で
日
夜
道
話
す
る
に
、
詰
問
に
茫
然
と
し
、
以
後
禅
要
の
必
須
な
る
を
感
じ
て

打
坐
に
励
む
と
、
ま
た
一
夜
心
行
寺
に
遊
ん
だ
居
士
か
ら
示
さ
れ
た
詠
歌
に
よ
っ
て
仏

心
宗
に
不
伝
の
妙
あ
る
こ
と
を
確
信
し
た
。

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
五
十
四
歳
の
と
き
疾
を
得
て
院
主
を
辞
し
、
高
足
還
誉
空

哲
に
心
行
寺
四
世
を
継
が
せ
て
荷
葉
菴
に
退
隱
し
た
。
こ
こ
を
終
焉
の
地
と
定
め
、
或

い
は
念
仏
し
或
い
は
坐
禅
し
て
瀟
洒
の
日
々
を
送
っ
た
。
一
日
、
上
人
の
身
悴
精
涸
を

知
っ
て
二
人
の
僧
が
訪
れ
、『
蘇
波
呼
童
子
經
』『
瞿
醯
經
』
等
に
載
る
「
斷
食
不
食
鹽

不
食
油
」
の
一
文
は
垢
膩
を
除
い
て
身
の
清
浄
を
保
つ
た
め
の
法
で
あ
っ
て
仏
道
を
妨

ぐ
た
め
で
は
な
い
等
々
の
教
訓
を
す
る
と
、
上
人
は
笑
っ
て
不
持
齋
は
天
台
定
心
院
の

成
意
比
丘
に
倣
っ
た
の
だ
と
応
え
、
鹽
を
受
け
こ
れ
を
嘗
め
た
が
壮
年
以
来
の
辟
穀
は

老
年
に
な
っ
て
も
改
め
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
日
常
を
送
る
上
人
を
欽
仰
し
て
四
来
蝉

聯
し
、
仏
像
を
求
め
聖
号
を
需
め
た
。
上
人
は
あ
る
時
、『
天
如
惟
則
禪
師
語
錄
』（
第

六
「
銅
佛
贊
頌
序
」）
に
載
る
銭
塘
照
庵
の
炬
菩
薩
と
い
う
人
が
四
十
八
人
会
を
結
ん
で

銅
像
を
鋳
し
た
話
を
読
み
、
こ
れ
に
効
っ
て
弥
陀
像
一
千
体
を
鋳
て
道
俗
深
信
者
に
施

し
た
。
す
る
と
一
夜
の
夢
に
姿
色
典
雅
な
女
人
が
現
れ
て
上
人
の
施
行
を
讃
じ
、
老
後

の
利
益
、
往
生
の
助
因
と
な
る
か
ら
さ
ら
に
造
仏
す
べ
き
こ
と
を
勧
め
、
た
め
に
擁
護

し
て
家
珍
を
喜
捨
す
る
と
告
げ
て
不
忍
蓮
池
に
帰
っ
た
と
い
う
。

元
禄
三
年
（
一
六
九
○
）
四
月
十
五
日
、
上
人
再
興
の
万
日
念
仏
会
が
満
散
し
た
。

空
無
を
継
い
だ
四
世
空
哲
上
人
は
不
幸
に
し
て
早
世
し
た
が
後
を
同
志
ら
が
助
力
し
た

の
で
あ
る
。
江
戸
の
貴
賤
、
諸
国
の
緇
素
が
蟻
集
し
て
歓
喜
称
讃
し
、
十
声
念
仏
を
受

け
、
上
人
手
書
の
名
号
を
求
め
る
者
数
万
に
及
ん
だ
と
い
う
。
時
に
上
人
歳
六
十
一
。

浄
土
の
訣
を
授
与
し
た
道
俗
一
百
余
人
、
僧
尼
を
度
す
こ
と
若
干
人
、
問
法
結
縁
者
は

そ
の
数
を
知
ら
な
い
。

そ
の
こ
ろ
近
隣
に
一
信
士
が
あ
っ
た
。
信
士
は
元
禄
二
年
晩
春
二
十
四
日
に
地
蔵
菩

薩
を
夢
に
見
、
今
年
三
年
ま
た
夢
に
愛
宕
山
の
地
藏
菩
薩
を
拝
し
、
さ
ら
に
地
蔵
像
を

一
室
に
安
置
す
る
夢
を
見
た
。
こ
の
信
士
が
た
ま
た
ま
一
僧
か
ら
長
一
丈
の
木
彫
地
蔵

像
を
荘
厳
供
養
す
る
こ
と
を
条
件
に
譲
り
受
け
自
邸
に
安
置
し
た
。
信
士
の
夢
は
現
実

空無上人御影
（玉川大学教育学術情報図書館蔵
『本譽空無上人衜影贊』所載）
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と
な
っ
た
の
だ
が
、
こ
れ
を
耳
に
し
た
空
無
上
人
は
信
士
に
会
っ
て
、「
我
ニ
與
へ
ヨ
。

我
此
ノ
大
像
ニ
依
ツ
テ
銅
像
六
軀
ヲ
鑄
造
シ
テ
武
城
ノ
六
所
ニ
安
ン
ジ
テ
、
以
テ
羣
生

ヲ
福
利
ス
ベ
キ
ヲ
欲
ス
」
と
力
説
す
る
と
、
信
士
は
大
喜
し
て
こ
れ
を
上
人
に
譲
っ
た
。

こ
こ
に
お
い
て
四
衆
は
競
っ
て
浄
財
を
喜
捨
し
た
の
で
日
な
ら
ず
し
て
鋳
像
は
完
成
し

た
。
ま
こ
と
に
奇
事
と
い
う
べ
き
で
、
同
様
の
奇
瑞
は
鎮
西
の
聖
光
上
人
、
信
貴
山
の

円
能
上
人
な
ど
地
蔵
の
霊
応
を
得
た
所
伝
は
史
籍
に
載
っ
て
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

こ
こ
に
上
人
は
老
母
尼
に
孝
養
を
尽
く
し
、
居
庵
の
扁
額
を
慈
濟
菴
と
改
め
、
弥
陀
地

蔵
の
願
に
よ
っ
て
尽
未
來
際
に
迷
倫
を
救
度
せ
ん
の
素
懷
を
抱
き
続
け
て
い
る
。

　
　
　
※

門
弟
子
某
等
が
師
匠
空
無
の
行
実
を
編
じ
た
の
は
、
空
無
が
開
山
円
誉
利
的
上
人
創

始
の
万
日
念
仏
会
を
中
興
し
、
お
よ
そ
三
十
五
年
を
か
け
て
元
禄
三
年
（
一
六
九
○
）

四
月
十
五
日
に
め
で
た
く
満
散
し
た
こ
と
と
、
こ
の
年
六
体
の
地
蔵
像
を
銅
鋳
し
そ
れ

を
武
州
六
所
に
安
置
し
終
え
た
こ
と
、
さ
ら
に
こ
の
年
甲
子
を
週
し
た
師
匠
に
対
す
る

祝
賀
意
奉
呈
の
た
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
右
『
行
狀
』
は
元
禄
三
年
十

二
月
一
日
空
無
六
十
一
歳
ま
で
の
行
実
を
記
し
て
い
る
が
、
空
無
の
そ
の
後
の
行
実
は
、

空
無
に
は
『
巡
六
地
ｇ
慈
悲
利
益
Ｇ
』
の
ほ
か
に
も
『
大
黒
天
靈
驗
Ｇ
』『
十
夜
Ｗ
佛

發
願
由
來
根
元
Ｇ
』
の
撰
が
あ
り
、
門
弟
子
等
の
編
じ
た
『
發
願
文
和
談
鈔
』（
元
禄

七
年
板
、
三
巻
三
冊
）
が
あ
っ
て
瞥
見
し
う
る
。
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
正
月
淺
倉
Ｚ

兵
衞
板
『
大
黒
天
靈
驗
Ｇ
』（
奥
『
大
黒
福
德
㚑
驗
Ｇ
』
三
巻
三
冊
）
の
巻
尾
に
「
空
無
八

十
八
Ｃ
さ
い
の

老ら
う

翁を
う

書こ
れ
を
し
よ
す
之
」
と
あ
り
、
享
保
五
年
正
月
栁
屋
德
右
衞
門
・
松
屋
金
四
郎
板

『
十
夜
Ｗ
佛
發
願
由
來
根
元
Ｇ
』（
奥
『
陰
陽
心
目
人
身
生
死
世
俗
羪
加
集
』
三
巻
一
冊
）
の

序
に
「
享き
や
う

保ほ
う

五
庚　
子
正
⺼
中ち
う

旬し
ゆ
ん

空く
う

無む

九
十
一
Ｃさ
い

謹
つ
ゝ
し
ん
て

書し
よ
す」、
巻
尾
に
「
九く

十じ
う

一い
つ

Ｃさ
い

老ら
う

翁を
う

書し
よ
す」
と
あ
っ
て
、
空
無
が
卒
寿
を
超
え
る
長
寿
を
保
ち
、
明
晰
に
弛
む
こ
と
な
く

著
作
に
励
ん
で
い
た
と
知
れ
る
。
し
か
し
い
ま
だ
沒
年
を
明
ら
め
得
な
い
。

　
　
　
※

門
弟
子
某
等
編
『
行
狀
』
に
は
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
臨
済
宗
龍
寶
山
大
徳
寺
二

一
八
世
で
、
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
江
戸
品
川
萬
松
山
東
海
寺
住
持
と
な
っ
た
天
倫

宗
忽
（
一
六
二
六
―
九
七
）
と
、
渡
来
明
僧
で
大
阪
生
野
南
岳
山
舎
利
尊
勝
寺
を
董
し
、

の
ち
黄
檗
山
萬
福
寺
七
世
を
継
い
だ
悦
山
道
宗
（
一
六
二
九
―
一
七
〇
九
）
に
よ
る
元
禄

四
年
夏
付
の
序
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
空
無
が
禅
門
と
深
く
交
流
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ

る
が
、『
行
狀
』
に
「
時
ニ
有
二
一
居
士
一
甞
テ
見
ヘ二
黄
檗
下
ノ
宗
匠
ニ一
來
ル
」
と
伝
え
る
一

日
訪
ね
来
た
居
士
は
お
そ
ら
く
妙
幢
淨
慧
の
こ
と
と
推
量
さ
れ
る
。
西
田
氏
が
指
摘
さ

れ
た
よ
う
に
『
巡
六
地
ｇ
慈
悲
利
益
Ｇ
』
に
は
淨
慧
の
序
を
載
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、

さ
ら
に
「
第
廾
五
　
谷
中
Ｂ
應
寺
京
都
壬
生
延
命
地
ｇ
移
造
立
之
事
」
に
は
淨
慧
が
東

叡
山
寛
永
寺
山
内
に
地
蔵
菩
薩
丈
六
坐
像
八
尺
を
作
り
、
ま
た
京
都
壬
生
地
蔵
の
写
し

を
作
っ
て
谷
中
長
耀
山
Ｂ
応
寺
に
安
置
し
た
と
記
し
、「
此
一
尊
に
は
、
六
地
蔵
の
尊

形
一
体
に
、
出
現
の
功
徳
は
あ
る
も
の
な
る
べ
し
」
と
述
べ
、「
妙
幢
」
は
地
蔵
を
意

味
す
る
こ
と
ば
で
あ
る
か
ら
地
蔵
が
地
蔵
を
作
っ
た
こ
と
に
な
る
と
、
淨
慧
を
地
蔵
の

化
身
の
ご
と
く
に
称
賛
し
て
い
る
。
空
無
が
武
州
に
六
地
蔵
を
安
置
し
よ
う
と
発
願
し

た
根
源
に
は
、
お
そ
ら
く
妙
幢
淨
慧
と
の
交
流
と
そ
の
教
示
が
深
く
影
響
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

六
地
蔵
の
発
願
建
立
に
つ
い
て
は
『
利
益
Ｇ
』「
第
四
　
江
ｏ
六
地
ｇ
鑄
形
木
像
湯

嶋
霊
雲
寺
安
置
之
事
」
に
『
行
狀
』
の
所
伝
を
補
う
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

空
無
に
木
像
地
蔵
菩
薩
像
を
譲
っ
た
一
信
士
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
信
士

に
霊
夢
に
符
合
す
る
地
蔵
菩
薩
像
が
近
所
の
寺
に
あ
る
こ
と
を
教
え
た
の
は
元
智
と
い

う
真
言
の
所
化
で
あ
っ
た
。
元
智
は
の
ち
に
湯
島
霊
雲
寺
の
覚
彦
浄
厳
の
弟
子
に
な
り

禅
融
房
と
名
を
変
え
た
。
信
士
は
求
め
た
地
蔵
菩
薩
像
を
自
邸
に
安
置
し
た
が
、
そ
の

熱
意
に
感
じ
て
こ
れ
を
空
無
に
譲
っ
た
の
で
あ
る
。
空
無
が
信
士
と
譲
渡
の
契
約
を
し

た
の
は
、
雷
火
で
焼
失
し
た
（
元
禄
二
年
〈
一
六
八
九
〉）
天
台
宗
越
後
国
分
寺
の
五
智
如

来
の
再
建
を
志
し
た
が
他
門
ゆ
え
に
断
念
し
、
京
都
の
六
地
蔵
の
よ
う
に
江
戸
に
も
六

地
蔵
を
造
立
し
よ
う
と
い
う
素
願
を
抱
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
空
無
は
幸
い
入
手
し

た
こ
の
木
像
を
銅
像
の
鋳
型
と
し
、
成
就
の
の
ち
こ
れ
に
彩
色
し
て
霊
雲
寺
に
寄
進
し

た
。
霊
雲
寺
で
は
こ
れ
を
覚
彦
律
師
が
さ
ら
に
結
構
を
整
え
て
再
興
し
た
の
で
あ
る
と

い
う
。
な
お
元
智
は
六
地
蔵
第
二
番
千
駄
木
専
念
寺
の
銅
像
に
「
助
縁
」
者
の
一
人
と

し
て
そ
の
名
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
元
禄
十
年
覚
彦
撰
『
屈
請
諸
德
䟽
』（
写
一
篇
。
獅
子

吼
山
教
興
寺
蔵
）
の
霊
雲
派
諸
徳
僧
名
中
に
「
上
板
橋
　
文
殊
院
　
禪
融
房
」
と
見
え
る
。

ま
た
元
禄
十
五
年
惟
宝
蓮
体
撰
『
淨
嚴
大
和
尚
行
狀
記
』
元
禄
六
年
条
に
「
今
年
三
間

四
面
ノ
堂
ヲ
建
ツ
。
本
尊
ハ
木
食
空
無
カ
寄
附
セ
ル
ナ
リ
。
霊
験
掲
焉
ナ
リ
。」（
上
田
霊

城
師
編

『
淨
嚴
和
尚
傳
記
事
資
料
集
』
所
収
。

一
九
七
九
年
八
月
、
名
著
出
版
　

）と
あ
っ
て
、
浄
厳
・
蓮
体
子
弟
と
空
無
の
交
流
が
知
ら
れ
、

ま
た
空
無
の
著
述
の
正
確
な
こ
と
が
慥
か
め
ら
れ
る
。
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※

幻
化
散
人
妙
幢
淨
慧
の
「
巡
六
地
ｇ
慈
悲
利
益
Ｇ
序
」
に
『
巡
六
地
ｇ
慈
悲
利
益

Ｇ
』
刊
行
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
空
無
が
銅
鋳
八
尺
の
六
地
蔵
を
そ
れ
ぞ
れ
駒
込

向
丘
の
浄
土
宗
桂
芳
山
瑞
泰
寺
に
檀
陀
地
蔵
、
駒
込
千
駄
木
林
の
浄
土
宗
一
心
山
専
念

寺
に
寳
珠
地
蔵
、
谷
中
新
堀
村
諏
訪
社
の
真
言
宗
宝
林
山
浄
光
寺
に
寳
印
地
蔵
、
下
谷

池
之
端
萱
町
の
浄
土
宗
影
向
山
心
行
寺
に
持
地
地
蔵
、
上
野
の
天
台
宗
東
叡
山
寛
永
寺

大
仏
堂
内
に
除
蓋
地
蔵
、
浅
草
の
金
龍
山
浅
草
寺
中
正
智
院
に
日
光
地
蔵
と
し
て
安
納

す
る
と
、
こ
れ
を
快
挙
と
し
て
随
喜
し
た
禅
門
の
高
僧
た
ち
が
記
や
賛
を
贈
っ
て
顕
揚

し
た
。
空
無
は
こ
の
記
・
賛
を
一
書
に
編
じ
、『
巡
六
地
ｇ
菩
薩
Ｇ
贊
』
と
書
名
し
て

梓
行
し
た
が
、
し
か
し
世
俗
に
は
難
解
す
ぎ
て
不
便
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
空
無
は
み
ず

か
ら
六
地
蔵
の
功
徳
を
和
語
を
も
っ
て
易
し
く
説
い
た
。
そ
れ
が
『
巡
六
地
ｇ
慈
悲
利

益
Ｇ
』
で
あ
る
と
い
う
。

淨
慧
の
序
か
ら
垣
間
見
え
る
よ
う
に
、
空
無
の
行
業
を
高
く
評
価
し
た
の
は
浄
土
門

で
は
な
く
禅
門
で
あ
っ
た
。『
行
狀
』
に
寄
せ
ら
れ
た
序
文
は
臨
済
の
天
倫
宗
忽
・
黄

檗
の
悦
山
道
宗
で
あ
り
、「
利
益
Ｇ
序
」
も
黄
檗
の
淨
慧
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
浄
土

門
の
僧
名
は
な
い
。
他
門
の
浄
厳
・
蓮
体
も
認
め
る
よ
う
に
空
無
は
慥
か
な
木
食
僧
で

あ
っ
て
、『
行
狀
』
は
退
隠
後
も
禅
浄
兼
修
の
木
食
行
を
送
る
空
無
の
も
と
に
、
そ
の

身
悴
精
涸
を
案
じ
て
二
人
の
僧
が
訪
れ
た
と
伝
え
て
い
る
。
誰
を
い
う
の
か
不
明
だ�

が
、
過
度
の
木
食
行
を
諫
め
る
両
僧
に
、
空
無
は
笑
っ
て
不
持
齋
は
叡
山
定
心
院
の
成

意
比
丘
に
倣
っ
た
の
だ
と
応
え
て
い
る
か
ら
、
退
隠
後
は
通
常
の
木
食
行
に
加
え
て
さ

ら
に
不
持
齋
を
も
行
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
等
が
空
無
の
身
を
案
じ
教
訓
し
た
理
由

が
知
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
鹽
は
嘗
め
て
も
辟
穀
は
止
め
な
か
っ
た
と
い
う
か
ら
、
空
無

は
日
限
を
区
切
っ
て
す
る
尋
常
や
わ
な
木
食
行
者
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
空

無
は
二
十
四
歳
の
と
き
み
ず
か
ら
男
茎
を
割
愛
し
て
婬
欲
を
断
っ
た
。
浄
土
門
に
お
い

て
は
陸
奥
桑
折
の
守
一
無
能
（
一
六
八
三
―
一
七
一
九
）
が
羅
刹
の
清
僧
と
し
て
緇
素
の

絶
大
な
尊
崇
を
受
け
、
今
日
に
お
い
て
も
称
揚
の
声
は
止
ま
な
い
。
そ
の
無
能
よ
り
も

お
よ
そ
半
世
紀
も
前
に
世
に
出
て
江
戸
に
六
地
蔵
を
建
立
し
、
厳
し
い
木
食
行
を
生
涯

と
し
た
羅
刹
僧
空
無
が
世
に
埋
も
れ
て
久
し
い
。
無
能
が
念
仏
専
修
、
空
無
が
禅
浄
兼

修
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
不
思
議
な
こ
と
で
あ
る
。
不
思
議
と
い
え
ば
、
空
無
と

同
年
の
生
ま
れ
で
、
池
之
端
萱
町
心
行
寺
至
近
の
仲
町
に
薬
舗
錦
袋
圓
を
開
き
、
不
忍

池
中
に
経
島
を
築
き
、
東
叡
山
に
勧
学
講
院
を
建
て
た
黄
檗
の
了
翁
道
覚
（
一
六
三
〇

―
一
七
〇
七
）
に
つ
い
て
空
無
が
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
の
が
不
思
議
で
あ
る
。
心

行
寺
か
ら
了
翁
の
動
向
は
手
に
取
る
よ
う
に
見
え
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
巷
間
に
絶
大

な
人
気
を
誇
っ
た
錦
袋
圓
了
翁
を
知
ら
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
。
一
日
心
行
寺
を
訪
れ

て
空
無
に
禅
要
の
奥
儀
を
教
示
し
た
一
居
士
を
妙
幢
淨
慧
と
推
量
し
た
が
、
あ
る
い
は

羅
刹
の
傑
僧
了
翁
道
覚
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

〔
翻
刻
凡
例
〕

一
、�

底
本
に
は
駒
澤
大
学
図
書
館
蔵
『
巡
六
地
ｇ
慈
悲
利
益
Ｇ
』（
全
一
冊
。
浄
土
木
食
空
無
撰
、

幻
化
散
人
宝
永
四
年
正
月
七
日
付
序
、
松
Ｍ
三
四
郎
板
）
を
採
っ
た
。

一
、
可
能
な
限
り
原
文
の
表
記
を
尊
重
し
、
明
ら
か
な
誤
刻
も
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た
。

一
、
合
字
は
「
ヿ
」（
コ
ト
）
の
み
採
り
、
以
外
は
通
行
の
表
記
に
改
め
た
。

一
、「
己
・
已
・
巳
」「
玉
・
玊
」
等
の
混
用
字
体
は
文
意
を
と
っ
て
適
字
を
置
い
た
。

一
、
虫
損
・
薄
摺
等
判
読
不
能
の
文
字
は
字
数
分
の
空
格
（
□
）
を
置
い
た
。

一
、
半
丁
ご
と
に
丁
数
を
示
し
、
各
話
間
に
空
行
を
置
い
た
。

B A

B A
泥土地蔵

（宝林山浄光寺蔵）


